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良質な漁場に囲まれた島では、漁業や主要産業のひと

つです。近年は冷凍・冷蔵庫や活魚槽なども設置され、季

節や天候に左右されない安定した漁業を目指していま

す。村では「漁業体験船」を建造し、児童生徒を対象とし

た釣り体験を行うなど、水産業振興に力を入れていま

す。現在、最も売り上げ高が高いのはイセエビ漁です。

焼酎プロジェクトとして平成17年に焼酎用原料芋の出

荷に成功し、以降は硫黄島と黒島でサツマイモ生産に本

格的に取り組んでいます。長い年月の間、厳しい自然に

耐え抜いたサツマイモは、独特の風味と凝縮された甘さ

が特徴で、焼酎の原料はもちろん、青果としても人気が

あります。

各島とも黒毛和牛の生産

（繁殖）が盛んで、UIターン

者の多くが畜産に従事して

います。

大自然に囲まれてすくす

くと育った子牛は市場でも

高く評価されています。

近年では牧場整備や草地改良、優良牛の導入等、基盤整備を積極的

に展開。近代的な畜産経営への課題改善や、村独特の周年放牧による

低コストと生産技術の向上から、農家一戸当りの飼養頭数も平均19頭ま

で増え、年間の販売額は1億円を超えました。

自然と共に育む「みしま」らしい産業
安全な「みしま牛」ブランド確立をめざして。
全島で、温暖な気候の中、島の自然の地形を生かした放牧により、特産の黒毛和牛「みしま

牛」の飼育に力を入れています。草地の改良や施設の整備などを重ね、安全で質の良い肉牛の

生産に取り組んできました。昭和63年からは本格的に市場参入し、令和3年度には年間約260

頭を出荷しており、村の基幹産業へと成長しています。

畜 産 業

農 業

水産業

林 業

村内のあちこち、
大自然に囲まれ
すくすく育ちます。

大名筍（リュウキュウチク）は、昔から食材と

して重宝されるだけでなく、産業としても島の

生活を支えてきました。竹林を整備して収穫量

を増加させ、県内外での販路開拓や筍の水煮

などの加工品開発に長年取り組んできました。

今や「大名筍」は村の特産品の代表格です。近

年では、フェリーターミナルで5月上旬～6月中

旬に直売所を開設しました。竹林のオーナー制

度も始まり、収穫体験を通じた交流人口の増加

や人手不足の解消を目指しています。
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医療
福祉・子育て
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移住・定住
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棚次 理さん　（出身地：福岡県福岡市　現住所：硫黄島）

[定住促進対策事業]

※その他の支援については三島村役場までお問い合わせください。

“健康で幸せに島で暮らし続けたい”
  その想いを大切にします

それぞれのみしまぐらしを応援

移住・定住支援

三島村の４つの地区には診療所があり、医師が定期的に巡回

診療を行っています。看護師も2名体制で配置され、各地区のヘ

ルパーと連携を図り、医療・介護の充実に向けて日々取り組んで

います。鹿児島赤十字病院等と接続された遠隔医療システムの

活用も進み、急患の場合は速やかにヘリ搬送ができる体制も備

えております。

介護面では専門職による機能訓練や高齢者世帯へのヘル

パー訪問、宅配お弁当等地域の支え合いに加え、健康で安心で

きる島での暮らしをサポートしています。

ドイツで美術作家の助手をしていましたが、より深く社会
にかかわる仕事がしたいと思い、硫黄島の地域おこし協力
隊に応募しました。日本での子育ても考えていたので帰国す
る良い機会でした。協力隊の仕事は「ジオパークの推進」と
やることが明確で、同世代の仲間もいてやりがいのあるもの
でした。ここなら自分の創造性を活かせると思いました。任
期終了後も経験を活かして、村のカレンダーや観光マップの
制作、特産品のパッケージデザインなどの仕事をしていま
す。学校で美術授業のお手伝いもしています。海外生活で
初めて会う価値観や不便さに慣れていたので新しい環境に
ストレスはありませんでした。仕事を通して自分の人となりを
知ってもらい、受け入れてもらえたと思います。

糸繰 慎也さん　（出身地：鹿児島県曽於市　現住所：黒島片泊）

喘息の息子のため空気が綺麗なところに住みたいと思い
移住先を探していた所、三島村はしおかぜ留学生の里親募
集や畜産業が盛んなことが決め手となり、移住を決めまし
た。畜産関係の様々な資格を取得しつつ、頭数を増やして
質の良い牛を多く出荷できるよう努力しています。医療設備
が充実していないので、怪我や病気の際の心配はあります。
ただ、小さな島だからこそ、役場や地区の方々に色々なこと
を教えてもらい、とても心強く身近に感じています。畜産業
との両立は大変ですが、里親として島に来ている子ども達の
相談を受けたり、休みの日は一緒に遊んだりして充実した生
活を送っています。

子どもたちの健やかな成長と発達を見守る

三島村各島に１か所ずつ子育て広場を設置しており、島の子どもたちの成長と発達のお手伝いをしています。島の環境で

楽しめる様々な活動の機会を提供し、子育て広場は子どもたちの笑顔で溢れています。また、地域全体で子どもたちの成長

を見守っています。

その他、「妊婦健診・出産のための交通費助成」や「出産祝い金」「三島村産後ケア事業」「子ども医療費助成」などの子

育て支援のための助成があります。

巡回診療

遠隔医療システムでの診療急患の場合はヘリ搬送ができるように
ヘリポートを整備

こけないからだ体操に取り組む高齢者

みしま村
竹島グーミーズ竹島

みしま村
硫黄島つばき園硫黄島

みしま村
子育て広場野いちご黒島

●開所時間
　9:00～15:00
●休所日
　土・日・祝・年末年始
●費用
　無料

移住者の声
CASE 01

移住者の声
CASE 02

Q&A
コーナー

最初から決めつけず、ありのままをまず受け入れること。
焦らず、気長に。 自分の目で見て、気になることは色々と質問すること。

移住・定住者の受け入れに向けて、生活や子育て費用の助成金、各種

産業就業支援金が充実しています。

住民票の取得などはどうすれば良いのですか？

各島の役場出張所で手続きができます。
●三島村で農林水産業等の自立自営の目的を持って
　移住し、村の活性化に寄与する55歳以下の者

●1人世帯の場合　月額85,000円以内
●2人世帯の場合（配偶者を含む）月額100,000円以内
●第１子には20,000円を、第２子から１人につき
　10,000円を加算
　※支給期間は、3年間を限度とする

●報償　子牛1頭または現金50万円
　（単身者の場合は30万円）

●引越費用　10万円以内

食料品などはどのように購入すればいいですか？

本土の店に発注して船で届けてもらいます。
ネットスーパーや生協を利用する人も多いです。

急病やケガの場合はどのような対応になりますか？　

生命の危険にかかわる場合は医師の判断により
ヘリで搬送し、それ以外で必要があれば村所有の
漁業体験船「みしまⅡ」が対応します。

移住希望者へのアドバイス 移住希望者へのアドバイス

その他

報償費

助成金

対象者
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この春、しおかぜ留学生として三島村にやってきた。
最初は親元を離れる不安の方が大きかった。しかし、今ではたくさんの友

達、先生、島民の方、里親さんに支えられ、充実した生活を送っている。
私はこの島で目標ができた。優しさや、あふれるような思いやりの心を持

つことだ。私が元気がないときに心配してくれる友達や、分かるまで教えて
くれる先生、元気にあいさつをしてくれる島民の方々、悩みを何でも聞いて
くれる里親さん。

ありがたくて、本当に感謝の気持ちでいっぱいだ。周りの人からもらった
たくさんの優しさを、同じように返したいと思っている。

けれども私はしおかぜ留学生として、一人の人間としてまだまだ未熟だ。
だから、これからも周囲の人たちの支えがなくてはならないと思う。自然いっ
ぱいの三島村で、できることを一つずつ増やしていきたい。

三島大里学園8年生 （中学2年生）

私は数ヶ月前まで他県にいました。今、ここ黒島に
いるのは、三島村で山村留学をしているからです。

留学をするまで、いろいろな不安がありました。
例えば親がいないのに、洗濯なども身の回りのこと
ができるのかとか。

一番心配したのは「学校に行けるようになるのか」
ということでした。去年はほぼ休んでました。また行
けなかったらどうしようと、ずっと考えていました。

しかし、いざ来てみると、想像していたよりもはる
かに楽しい毎日です。学校にも行けるようになりまし
た。まだ一日も休んでいません。

朝はしっかり起きられます。洗濯物は毎日洗って
干しています。夜も眠ることができ、今、すごくうれ
しいです。

やっと自分の目標ができました。この1年間を休ま
ないことです。それに向けて順調に過ごせています。

三島大里学園8年生 （中学2年生）

（南日本新聞 2022年6月12日掲載） 
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三島竹島学園

島と海で学ぶSDGs

三島大里学園 三島片泊学園三島硫黄島学園

しおかぜ留学生が留学して思ったこと、学
んだことなどを「南日本新聞」に投稿した内
容を紹介します。（学年は掲載当時）

三島村でしかできない
４つの特色ある教育活動！

教 育

少人数で学ぶ主体的な授業

他校とつなぐオンライン授業 ALT（各校1名）による英語の授業

いい村が　いい学校をつくり
　　いい学校が　いい村を育てる

しおかぜ留学制度

三島村には、小中一貫教育の4つの義務教育学校があり

ます。少人数ではありますが、1年生から9年生までの子供た

ちが仲良く学習や活動に取り組み、まるで学校全体がひとつ

の大家族のようです。三島村の自慢は、子供たちが演奏する

アフリカの太鼓「ジャンベ」、みんなで踊るアフリカンダン

ス。そして、日本各地からやって来た「しおかぜ留学生」がい

ることも大きな特色です。また「オンライン授業日本一」を目

指して日常的に行われているICT教育。さらに、島の豊かな

自然を活用した地球（ジオ）科の学習でSDGsの活動にも積極

的に取り組んでいます。

自然とふれあい、のびのび学んでいます！ ❶ 山海留学（しおかぜ留学）

❷ オンライン授業（遠隔教育システム）

❸ 地球（ジオ）科
（三島村・鬼界カルデラジオパーク）

❹ ジャンベ（ギニアとの国際交流）

無垢の自然と温かい人間関係
たくましい自分との出会い
～三島村は「日本の保健室」～

小さな三島村の大きな自然の中で、島の学校に通い、子供たちのたくましい成長をサポートす

る、それが三島村の「しおかぜ留学」（山海留学）です。全国各地からやって来た子供たちは、島

の豊かな自然の中でのびのびと生活し、三島村でしか体験できない特色ある教育を通して、それ

ぞれが自分らしさを発揮しながら充実した日々を送っています。

● 小中学生が、三島村に移り住み、島の学校に通学
● 島民の温かいサポート、豊かな人間関係や生活体験
● 極少人数のよさを生かした学習指導や体験活動
● 日常的なオンライン授業、ICT教育の充実
● 自然を学ぶジオ（地球）科の学習、貴重な伝統行事の体験
● 全児童生徒がアフリカの太鼓「ジャンベ」の名プレーヤー

※子供たちは、里親さん（寮監）や他の留学生と共に協力し合いながら
　「しおかぜハウス」で生活します。

[募集基準]

● 前期課程4年生（小4）～後期課程3年生（中3）

● 期間は1年（継続も可能）

※問い合わせは三島村教育委員会へ

しおかぜ留学生の声

（南日本新聞 2022年8月22日掲載） 

　「しおかぜ留学生」として硫黄島に来た。島では「あいさつをしましょう」とよく
言われる。
　朝、島民の方に会ったら「おはようございます」。何かしてもらったら「ありがとう
ございます」。留学する前もよく言われていた「当たり前」のことだ。
　正直、僕は硫黄島に来るまで「あいさつ」がなぜ必要なのかあまり分かっていな
かった。というより、「あいさつ」というのを少しばかにしていた。
　しかし、それは間違いだったと最近は思っている。
　朝すれ違った人と「おはようございます」と言葉を交わすのは気持ちがいい。「あ
りがとうございます」と言えば、お互いにうれしいし、少なくとも悪い気はしない。
　あいさつはお互いの気持ちを良くし、コミュニケーションを円滑に進めてくれる。
だから、「あいさつをしましょう」と言われるのだ。そのことを硫黄島にきてようやく
理解することができた。

三島硫黄島学園9年生  （中学3年生）

（南日本新聞 2022年8月26日掲載） 

しおかぜ留学の感想や
活動の様子は、こちらか
ら見ることができます！

しおかぜ留学の魅力
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第Ⅱ期 三島村
まち・ひと・しごと創生総合戦略

三島村は、薩摩半島南端の長崎鼻から南南西約40kmに位置する、竹島・硫黄島・黒島の３島からなる集合村で、2020年の

国勢調査の人口は405人です。これは、鹿児島県内で43市町村中43位と、最も小さな自治体です。

２０１９年末現在（住民基本台帳ベース）の人口は366人と減少しています。

国立社会保障・人口問題研究所（以下、社人研という。）の地域別将来推計人口では、今後についても漸減傾向が続き、

2040年には296人まで落ち込むと推計され、人口減少は村政において最重要課題となっています。

国でも、まち・ひと・しごと創生法（平成26年法律第136号）に基づき20１９年12月には、「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン

（令和元年改訂版）」及び第Ⅱ期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」が示され、人口の減少に歯止めをかけること及び東京圏へ

の人口の過度の集中を是正することが明確に示され、地方自治体にもそれぞれの特徴を生かし地方創生に向けた取り組みを

求めています。

平成27年10月に総合戦略を策定し、目標を定め取り組んできましたが、実績について第三者を交えて検証した結果を踏ま

え、第Ⅱ期の人口ビジョンや総合戦略の策定を行いました。

国の基本目標の考え方や地域性を勘案し、以下の４つの基本目標を設定し、“小さくてもきらりと光る

島づくり”に取り組み、「きらりと光るアイランド みしま」の創生を目指します。当面の目標として、令和２

年度（２０２０年）から令和６年度（20２４年）までの5年間を短期目標として設定し、施策を展開します。

2023年の人口

372人
将来展望

2050年の人口

450人

❶各島に人が住み続け、地域社会の基盤を維持・活性化で
きるような人口規模の拡大

❷産業振興と雇用創出による社会増への取組推進
❸若い世代の定住と子育て環境の改善による出生数の増加
❹しおかぜ留学制度による児童・生徒の計画的な受け入れ
❺村民が長く住み続けたくなるような満足度の向上
❻人口の将来展望に対応する住宅政策の拡充

人口減少に歯止めをかけ、各島の地域

社会の基盤を維持できるような人口規模

の拡大を目指します。

竹　島　  59人

硫黄島　125人

黒　島　188人

総合計画

人口ビジョン・総合戦略 第Ⅱ期策定にあたって

きらりと光るアイランド みしま
人口ビジョンにおける将来展望

将来の人口は、人口の現状と課題からみた基本的な視点を踏まえつつ、社人研推計準拠を基準指標として展望しています。

目指すべき人口規模基本視点

基本方針

目指す姿と４つの基本目標 

「ひと」が集まり、島がにぎわう

島に「しごと」が生まれる

住み続けたい、
住みたい島（まち）になる

稼ぐ地域をつくるとともに、
安心して働けるようにする1

・農林水産業の強化と人材育成・確保
・固有の地域資源(自然資源)を生かした小さな

ビジネスの創出
・次世代につながる新産業の創出

地方とのつながりを築き、
新たなひとの流れをつくる2

・きらりと光る自然・歴史・文化資源を生かした
交流促進

・移住等の推進
・三島村とのつながり（人的・財政的）の強化

結 婚・出産・子 育ての希 望
をかなえる 3

・若者の交流機会を創出
・出産に関する支援の充実
・子育て支援の充実

ひとが集う、安心して暮ら
すことができる魅力的な地4

・質の高い暮らしのための地域の機能の充実
・地域資源を生かした個性あふれる地域の形成
・安心して暮らすことができる地域づくり

総合戦略第Ⅱ期の要旨

2025年に400人

2030年に410人

2040年に430人

2050年に450人

Small is Wonderful!  M I S H I M A M U R A Small is Wonderful!  M I S H I M A M U R A26 27


